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要 旨 ： 海砂の全面採取規制 ， さ らには コ ン ク リ
ー

ト用骨材そ のもの の 資源が不足 して い る中

で ， こ こ で はその 対応として鳥取県内に広 く分布する真砂土をコ ン ク リ
ー

ト用 細骨材 として

使用で きる可能性を検討 した 。 そ の結果 ， 遅延形の高性能 AE減水剤を添加す る こ とに よ っ て

通常の コ ン ク リー トと同程度の 強度 ， 耐久性 ， 施 工 性をも っ た コ ン ク リ
ー

トを製造 で きる可

能性があ る こ とが明 らかにな っ た 。

キーワード：風化花崗岩， 高性能俎 減水剤， 細骨材，
フ レ ッ シ ュ コ ン ク リート

　 1．はじめに

　 最近の コ ン ク リー トは高品質化 ・高耐久化 ・

多機能化が要望される
一方で ， 骨材の不足 に加

え骨材の 低品質化がすすんで い る。こ の ような

状況におい て は ， 低 一高品質骨材の 中か ら所要

の性能を有する コ ンク リ
ー トを製造 する技術 と

その 適材適所の 使用法を確立 して お くこ とが必

要 となる 。

　 特に ， 中国地方で は海砂の 全面採取禁止 に伴

う細骨材不足 が深刻化 してお り ， 海砂に 替わ る

代替細骨材の 確保が急務とな っ て い る 。

　 こ の ような観点か ら，本研究で は ，
コ ン ク リ

ー ト用骨材資源の 有効利用 ， 建設コ ス トおよび

環境負荷の低減か ら ， 建設材料と して鳥取県で

多量に採取可能な真砂土を対象 として ， 先ず真

砂土 の 物理的性質を調査 した 。 次に
， 鳥取 県の

ダム現場で排出され る比較的高品質の 真砂土 を

そ のまま（た だ し 10  フ ルイ で篩う）用 い て ，

コ ン ク リー トの 配合設計上 の 問題点 とフ レ ッ シ

ュ 性状お よ び 強度 ， 耐久性 ， 乾燥収縮に つ い て

検討を行い
， 併せ て 実機 プラ ン トお よび現場擁

壁 の 作製 を通 して得 られ た真砂 土コ ン ク リー ト

の 性状に つ い て も述 べ る 。

　 2． 実験概要

　 2．1 真砂土の物理試験

　県内に分布す る真砂土 は，粗粒花崗岩 を主岩

相 と し ， 石英が多 く有色鉱 物 が少な い の が特徴

で あ るとい われて い る 。 そこ で ，真砂土がかな

り多量 にあ る こ とを条件に 県内全域の 14 カ所

より採取 した真砂土に対 し，
JIS　1 ｝ に基づ い て

ふ る い 分 け （JISA1102）， 密度 ・吸水率 （JISA

1110）， 微粒分量 （JIS　A　1103）， 単位容積質量

（JIS　A　1104）， および 強熱減量試験
2〕

（JSF　T

221）等の 物理試験 を行 っ た 。

　2．2　真砂土 を用 い たコ ン クリ
ー

ト試験

　コ ン ク リー トに用い る真砂土には ， 現在建設

中の 東郷ダ ム の 残土 （排 出真砂土 20万 m3 ：表

一1
， 図一1の E1）を用 い る こ と と した 。

　セ メン トには高炉 B 種を ， 粗骨材には骨材最

大寸法 40   （砕石 4020と 2005を質量で 1：1

混合）を使用 した 。 なお ， 比較の ために普通砂

を用 い た試験 も行 うが ， 混和 剤は ， 普通砂 を使

用す る場合 に は AE 減水剤を ， 真砂土を使用す

る場合 にはポ リカル ボ ン酸系の 高性能 姐 減水

剤 （標準形 er 遅 延形）を使用 し ， 空気 量は AE

助剤に よっ て 調整 した 。

＊ 1 （財）鳥取県建設技術 セ ンター業務課課長補佐　工 修 （正会員）
＊2 鳥取大学教授　工 学部土木 工 学科　工 博 （正会 員）
＊ 3 鳥取大学助教授　工 学部土木工 学科　工 博 （正 会員）
＊4 鳥取大学助手　工 学部土木工 学科 　　工 修 （正会員）
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　コ ンク リ
ー

トの 配合条件は ， 無筋 コ ン ク リ
ー

トとして 広 く県内で用 い られて い る配合 （普通

一18−8−40−・BB ： W ＝ 150　 kg／m ユ
，
　 if／C＝ 60 ％） を

参考 に，ス ラ ン プ 8± 1．5c皿
，空気量 5± 1 ％，　W

＝ 150kg ／皿
3
とし，最適 s／a にお い て水セ メ ン

ト比 を V／C＝ 40〜 70 ％の範囲内で 3〜 5 水準 を

選定 した 。

　フ レ ヅ シ ュ コ ン ク リー トにおける試験項目は ，

ス ラ ンプ （JIS　A　1101），空気量（JIS　A　1128）

で ある 。 硬化 コ ン ク リ
ー

トで は圧 縮強度試験

（JISA1108）， 乾燥収縮試験お よび凍結融解試

験 （JSCE−G−501）で ある 。 なお ， 強度試験に は

φ15x30 　cm の 円柱を ， その 他の 試験で は角柱

供試体 を用 い
， それ ぞれ 3 体ず つ 作製 した 。

　全て の 供試体は ，
コ ン ク リー ト打設後 ， 恒温

室 （20 ℃
，
R。H．60± 10 ％）に搬入 し ， 材齢 1

日で脱型 ， そ の後 20 ℃ の 水中養生 を施 した 。

円柱供試体は材齢 28 日に圧 縮強度試験 を ，乾燥

収縮は材齢 7 日か ら ， 凍結融解試験は材齢 14

日で ， 試験 を開始 した 。

　2．3　現場施工 試験

　 コ ンクリ
ー トの 練上 が り条件 と して ，

ス ラ ン

プ 8±1．5c皿 ，空 気量 6± 1．5％ ，
罪 ＝ 150　kg／皿3

，

V／C＝ 60 ％と し ，
生 コ ン 工 場 にお い て 最適 s／a

の も とで普通砂 と真砂土 コ ン ク リ
ー トを製造 し，

現場ま で の 運 搬時間約 90分の 場所 （鳥取県中部

の 山間地）に無筋擁壁 （高さ 1m ， 幅 60　cm ， 長

さ 12m ）を作製 した。なお ， 真砂土 コ ン ク リ

ー トでは遅延形の 高性能 AE減水 剤を用 い た 。 こ

の 擁壁の施工 で 計測 したコ ン ク リー トの フ レ ッ

シ ュ 性状 と擁壁の 乾燥収縮の 測定 とひび 割れを

含めた表面性状の 観察を行 っ た 。 なお ， 乾燥収

縮の 測 定は ホイ ヅ トモ ア 型ひ ずみ 計 （基長 25

  ， 最小目盛 O．001  ）を用 い た 。

　3．結果と考察

　3．1 真砂土 の 物理 的性質

　真砂土は，採取場所 の 違い ， 同
一
場所で あ っ

て もその採取位置に よ っ て粒 度や密度 ， 微粒分

量 ， 等の 物理的性質はか な り異な る こ とが知 ら

（

ま
）
咽
甑
ゆ

唄
脚

乙

ゆ．
喚

100

80
　 　

　 　
60
　 　

40 　

　 　

20　
　 　

　 　0
　 0．15　0．3　 0，6　　12　　2．5　 5．0 　　10

　　 　 　 ふるいの寸法（mm ）

　　　 図
一1 真砂土 の 粒度分布

表一1 真砂土 の 物理試験結果
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粒

分
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（％）

単

位

容

積
質

量

  11

強

熱

減

量

（％）

A 東 2．392 ．452 ．344 ．鑢 15．51 ．422 ．68

B 東 3．992 ．562 ，502355 ，11 ．601 ．靄

C 東 2．672 ．502 ．4優 3．嬲 8．51 ．431 ，助

J 東 2，972 ．532 ．472 ，0916 ．31 ．622 ，91

D 中 3．282 ．552 ．501 ．94t1 ．31 ，581 ．73

E1 中 3．792 ．522 ．452 ．675 ．61 ．541 ．20

E2 中 3．022 ．492 ．4裏 3．4910 ．51 ．660 ．96
F 中 3，282 ，492 ．40

」
3．面 9．31 ．611 ．47

K 中 3，172 ．51 域4謦 2．65 肱 21 ．693 ．21

N 中 3．162 ，542 ．491 ，811L31 ．69L 許

G 西 3．002 ．562 ．512 ．04i2 ，51 ．741 ．31

H 西 3．212 ．542 ．盛 2．608 ．21 ．671 ．20

工 西 3．ε82 ．駒 2423 ．4？ 6．21 。54L81

L 西 3．252 ．532 ．481 ．罌 15．11 ．741 ．24

覊 2，722 ．672 ．631 ．633 ．61 ．82

JIS　A　5005の 耀 殖 ＞2．5 ＜3．0 ＜7．0

注 ）表 中網掛 け部1よJIS　A　50D5 の規格値を満たさない もの

れて い る 。

　図一1 に採取 した真砂土 の 粒 度分布を ， 表
一1

に は真砂土および普通砂の 物理試験結果を示す 。

また ， 参考 の ために，図一1 には コ ン ク リ
ー

ト

標準示方書
3＞に規定 され て い る細骨材の 粒度範

囲を，表一1には ， JIS　A　5005の コ ン ク リー ト

用砕砂 の規格値 を示 して い る 。

　表 一1 よ り ， 真砂土 の物理的性 質は ， 採取場

所に よ っ て試料 B の ように JIS の 砕砂の 基 準

を満 たすもの もあ るが ， ほ とん どの も の が い ず
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れ か の 物性で 規格値を満足 して い な い
。 なお ，

高倉 ら
4 ）は ， 真砂土は風化 の 進行 に伴 っ て結晶

水を多 く含む粘土鉱物が増える ため に
， 風化度

を判定する方法 として強熱減量の 測定 を提案 し

強熱減量 L7 ％以 下の真砂 土で あれ ば ， その 真

砂土は コ ン ク リー ト用細骨材 と して 使用で きる

可能性があ る と報告してい る 。

　また ， 今回採取 した試料 に対 して レーザー
回

折式粒度分布測定装置で測定 した結果よ り， 真

砂 土 の 微 粒分 （〈 75μ 皿）は ， 5μ 皿 以下の粘 土 ・

シ ル ト質が少な く， 大部分が 5μ 皿 以 上 であ り ，

風化 中の長石等が粘 土 ， シル ト質 に移行する前

段階 の 状態で ある と推察され た。

　い ずれ に し て も ， 真砂 土 の 絶乾密度 は 2．51

〜2．34， 強熱減量 は 0，9〜3．2 ％の 範囲 にあ る 。

一
般 に，粒径（粗粒率）が大 きい ほ ど密度 ， 単位

容積質量は大 きく ， 吸水率 ， 微粒分量 ，強熱減

量が 小さい 真砂土である とい える 。 そ の 結果 ，

一
般 に ， 真砂土 B ， E1 を含め比較的良品質の 真

砂土 の粒度分 布の特徴は ， 土木学会の下限値 よ

りも下方にあ り，
コ ン ク リー ト用細骨材 として

は粗い も の で ある こ とがわ か る （図 一1 参照）。

なお ，
コ ン ク リ

ー ト用細骨材に 使用 する E1 真砂

土の 微粒分を ，粉末 X 線回折 した結果に よれば ，

微粒分は石 英 ， 斜長石 ，
カ リ長石 か らな り ， 有

害鉱物は検出され な か っ た 。 また ， 有機不純物

試験は合格で あ っ た。

　3．2 真砂土 コ ンクリ
ー

トの配 合とフ レ ッシ ュ 性状

　（1 ） 配 合条件の 設定と最適 s／a

　鳥取県におい て広 く用い られてい る強度 18

N！mm2 ， ス ラ ン プ 8c皿の 無筋用の 生 コ ン （普通

一18−8−40−BB）に対 して ，
　 w ＝ 　150   ／m

ユ
，
　 m／c

＝ 60 ％ ， s／a ＝ 41 ％ で 配合設計 され て い る 。

そ こ で ， 細骨材に真砂土 と普通砂を用 い た コ ン

ク リー トの 物性 を比較する ため ， こ こ で は ， 躍

とy／C を同一とし ，
S／a の み を変化させ て最適

s／aを決定する試験 を行 っ た 。

　図一2 に
， ス ラ ン プ とS／a との 関係 を示す 。

普通砂 （F．M．＝ 2．72）を使用 した コ ン ク リー トの

最適 s／a が41．5 ％に 対 して ， 真砂土 （F．M．＝

（
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Q 真砂土 （標準 ）

● 真砂土 （遅延 ）
【

‘ 9■噛 ，．，甲

図
一 3

　 　 1．5　　　　　 2．0　　　　　2．5

高性能A 目減水剤 （Cx ％ ）

高性能AE 減水剤添加量 と

ス ラ ンプと の 関係

3．79）を使用 した コ ン ク リ
ー

トの そ れ は45．5％

に増加 した 。 その原 因として ， 真砂土の粗粒率

が 1 程度大 き く ， しか も 5〜10   以上 の 粒子

が 11 ％程度含 まれて い る こ とも一因 して い る 。

なお ，
甜 ＝ 150   ／皿

3
で ス ラ ン プ 8c 皿 の 真砂

土 コ ン ク リ
ー

トは ， 高性能AE減水剤を用 い る こ

とに よ っ て の み達成で きた 。

　図
一3に ， ス ラ ンプ と高性能規 減水 剤の添加

量 との 関係 を示 す 。 目標ス ラ ン プ 8cm を得る

には ， 普通 砂では ， AE減水剤を 0．25 ％添加す

ればよい の に対 し， 真砂土の 場合 ， 高性能飽 減

水剤は 2％前緩 の 添加量が 必要で あ っ た 。 なお ，

高性能AE減水剤の添 加量 は ， 標準形 と遅延形 で

差異はない 。

　（2）フ レ ッ シ ュ コ ン ク リー トの 物性

　 図
一4 に ， W ＝ 150　kg／皿

3
，
　 if／C＝ 60 ％ にお

ける コ ン ク リ
ー トの ス ラ ン プ の 経時変化を示 す。

図よ り， 真砂土 コ ン ク リー トにおい て は ， 標準

形の 高性能AEhi水剤を使用する とス ラ ン プ ロ ス

が大 き く ， か つ 練混ぜ 30分後 ま で に大 きな ス ラ

ン プ ロ ス が生 じる 。 これは ， 遅延形の 高性能AE
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図一 6 水セ メ ン ト比と混和剤添加量 との 関係

　 　 40N
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e
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図 一7 セメ ン ト水比と圧縮強度 との関係

減水剤 を使用する こ とに よっ て ス ラ ンプ ロ ス を

小 さくし， 90分篌にお い て も良好なス ラ ンプ保

持性能を発揮で きる 。

　 図 一5 に
， 空気量 の 経時変化 を示 す 。 普通 砂

を用 い た コ ン ク リー トで は ， 時間の経過 ととも

に 空気量 は減少する の に対 し
， 真砂土 コ ン ク リ

ー トで は 90分後 におい て も 目標空気量を保持

して い る 。 なお ， 標準形 と遅延形 の 高性能AE減

水剤が空気量 の 経時変化に及 ぼす 影響には差異

が ない 。 こ の結果 ， 真砂土 コ ン クリ
ー

トの 空気

量 に関 して は ，
AE助剤に よ っ て 目標 空気を容易

に 連行で きる とい える 。

　 （3）　 W ／0 と高性 能AE 減水剤 添加 量および

　　　 W ／C と AE 助剤添加量との関係

　ス ラ ン プ 8± Lsc 皿
， 空 気量 5±1 ％ ， の条

件で ，
〃 ＝ 150kg／皿

3
と一定 と し ，

　 m／C の み を

耽 ＝ 50〜 70 ％の 範囲で 3〜 5 水準変化させ ，

最適s／a の も とで ，M／C の 値が高性能AE減水 剤

の 添加量に 及 ぼす影響を検討 した。なお ， 各 V／C

におけ る最his／a は ， 耽 ＝ 60 ％における最適

s／a ＝ （s／a ）e ＝ 45．5 ％を基準に
， 土木学会の 方

法に従 っ て ， 式（1）に 基づ い て決定 した 。

　　最適 s／a ＝ （s！
／s）o 十 （M／C − 60）／5　 （1 ）

　図一6 に ， 真砂土 を使用 した コ ン ク リ
ー

トに

お け る高性能衄 減水剤の 添加量 とy／C ， および

AE助剤の添加 量 と V／C との 関係を示す 。 図よ り，

同
一一

ス ラ ン プ を得るため に必要な高性能AE減水

剤の 添加量は ， m／C の増加 と ともに微増させ る

必 要がある 。

　
一方 ， 同一空気量 を得るために必要なAE助剤

の 添加量 （セ メ ン ト量 に対する使用量）は ， 耽

の 大 小 にか かわ らず ， ほぼ一定 と見な して よい 。

　（4）硬化コ ン クリ
ー

トの 卿 と圧縮強度との 関

　　 係

　図
一7 に ， C／ff（彫 ＝ 150  ／皿

3
）と28日圧縮

強度 f ’

c2B との 関係 を示す。図 よ り ， 普通砂お

よび 真 砂土 を用 い た コ ン ク リー
トの 〔ン躍 と

f ’

c28 との間には ， 明瞭な直線関係が認め られ

る 。 なお ， 同一
の C／mにおい て は ， 真砂土 コ ン

ク リ
ー

トの 圧縮強度 ， 特に標準形の 高性能AE減
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水剤を添加 した 真砂土 コ ンク リー トの圧 縮強度

は ， 普通砂 コ ンク リ
ー トの そ れよ りも 2〜 5N1

 
2
大 きか っ た 。 真砂 土 コ ン ク リー トの 圧縮強

度が普通 コ ン ク リー トよりも高い とい う結果は ，

岡村ら
5 ）

， 高倉 らの 既往 の 研究結果 と逆 の 結果

が得 られ たが ， こ れ は本研究に使用 した真砂土

が比較的高品質で あ っ た こ とも
一

因 して い る と

考 え られ る 。

　（5） 凍詰融解抵抗性

　図一8 に ， 粗骨材最大寸法を 40   か ら 20

  に変え ，
y／C ＝ 40， 50， 60 ％ の 3水準を

設定 した普通砂および真砂土 を使用 したコ ン ク

リ
ー

トに 対 して ， 凍結融解試験 を行 っ た結果を

示す 。 図よ り，
い ずれの コ ン ク リー トに おい て

も ，凍結融解300サ イク ル 後の 相対動弾性係数は ，

80 ％程度以上ある こ と ， 同一 V／C におい て は ，

真砂土 コ ン ク リー トの 方が普通 コ ン ク リー トよ

り相対動弾性係数の低下 は小 さい こ とがわ か る。

この こ とは ， 真砂 土コ ンク リー トで も十分耐久

的なコ ン ク リー トを製造で きる可能性 を示 して

い る 。

　 120

ε100

蠡
掣　80

夜　60

　　40

　 　 　 　 W ！C
普 通 砂 　 O ；0．4，△ ： 0．5 ，口 ： 0．6
真砂 土 　 ● ：0．4，▲ ：0 ．5 ，■ ：0．6

0　　　　　　100　　　　　200　　　　　300

　　　　　サ イクル 数（回）

　 図一8　 凍結融解試験結果

　 3．3　現場施 工 試験結果

　3．2 に 基 づ い て 決定 し た コ ン ク リー ト配合

（ス ラ ン プ 8± 1，5   ，空気量 6± 1．5 ％， W ＝

150  ／n3 ，
　 y／C＝ 60 ％ ， 最適 s／a ＝ 45．5 ％ （真

砂 土）， ＝ 41．5 ％ （普通砂））に対 して 真砂土

お よび普通 砂を使用 した コ ンク リ
ー

トを生 コ ン

プ ラ ン トで製造 し ， 擁壁を作製 した 。

表 一2 に ， 練混ぜ 直後 と現場到着時 （練混ぜ 90

分後）の ス ラ ンプ と空気量 を示す 。 現場施工 時

の 外気温 は 10〜 14 ℃
，

コ ン ク リ
ー

ト温 度は 13

〜 14 ℃ で あ っ た 。 施工 は 3月で あ っ た が ， 真砂

土 コ ン ク リ
ー

トに は遅延 形 の 高性能AE減水剤を

用い た 。 ス ラ ン プお よび空気量の 経時変化は 小

さ く ， 両 コ ンク リ
ー

トの施 工 性の 良 否に差異 が

なか っ た 。

　図
一9 に ， 恒温 室 と現場環境 （月 平均気温 26．5

〜 3．0℃ ， 年平均湿度80 ％）に置い た角柱供試

体 ， お よび擁壁の 長 さ変化を示す。 なお ， 長さ

変化測定開始時の 材齢は 7日で ，擁壁（高さ 1m
，

長さ 12m ）の 長 さ変化の 測定は図一10 に示す位

衰一2　 スランプと空気■の実測値
　　　　 （現黝 巴工嬲

コンクリ
ー
ト

の種類

鐓 練混ぜ直後

スランプ　空気量

（cu）　 （瓢）

現場到着径

スランア 空気量

（  ）　 （毘）

真砂土

コンクリート

1台目

2台目

3台目

4台目
5台目
6台目

7台目

8台目

10．0　　5．6
11。0　　5．4
9．0　　6．0
8．0　　5．9
U ．0　　5，9
10．0　 　 5．8
8．0　　5．1
8．0　　7．2

9．2　 6。0
＊　 　 　 ＊

8．5　 5．9
9。0　 6．6
7．0　 7．7
7．0　 7，8
7．0　 7，5
8．5　 7．8

髄

コンクリート

1台目

2台目

9．5　　 6．0
8．5　　5．56

．0　 5。9
7．0　 6．2

　

（　

＆
− 　

こ

宴 一

撰
・

　 。
0　　　 50　　　 100　 　　150　　　200
　　　　　乾燥期間（日 ）

　　　図
一9 乾燥収縮試験結果

一 281一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

鑑
撫

1…
面
　　凶 　　一 ：測定位置　　　（単位 ：cm ）

　　　 図一10　縫 の 長さ変化測定位置

置で行 っ た 。 図一10に示す各測定位置における

高さ レ ベ ル で の長 さ変化 に は差異が な か っ た の

で ， 図 一9には全 12点 の 長 さ変化の 平均値をプ

ロ ッ トして い る。図 より ， 同
一

環境条件にお け

る角柱供試体お よび擁壁の 長さ変化は ， 真砂土

コ ン ク リー トと普通 コ ン ク リー トで ほ とん ど差

異がない こ と ， 恒温 室の角柱供試体で は収縮 し

て い るの に対 し，現場 の角柱供試体 と擁壁で は

やや膨張 して い る ，
こ とがわか る 。 なお ， 現 場

環境で膨張を示 して い るの は ， 現場が 山間部に

あ り ， 日照が少な く乾燥が厳し くな い こ と （年

平均湿度80％）に 起因する と推察され る 。

　4． 結論

　真砂 土 をそ の まま用い て
，

コ ン ク リー
トの 配

合設 計上 の 問題点 と フ レ ッ シ ュ 性状お よび強 度 ，

耐久性 ， 乾燥収縮 に つ い て検討を行い ， 併せ て

実機プ ラ ン トお よび現 場擁壁の 製作を通 して ，

真砂土 の コ ン ク リー ト用細骨材 として の 適用性

につ い て検討を行 っ た 。 こ こ で は ， 本研究の 範

囲内で明 らかにな っ た点をあげ ， 結論 とする 。

　（1）真砂土 の 物理的性質は ，採取場所 によ っ て

JISの砕砂の 基準を満たす もの もあ るが ， ほ とん

ど の もの が い ずれか の 物性で規格値を満足 して

い ない 。

　 （2）一般に ，真砂土 は ，粗粒率が大 きい ほど密

度 ， 単位容積質量 は大 き く ， 吸水率 ， 微粒分量，

強熱減量は小さい とい える。

　（3）W ＝ 150   ／皿
3
で ス ラ ンプ 8cm の 真砂 土

コ ン クリ
ートは ， 高性能AE減水剤を用い る こ と

に よっ て の み達成で きた 。 その 添加量は2 ％前

後が必 要で あ っ た 。 そ して ， 標準形 と遅 延形で

差異は ない 。 遅延 形の 高性能妃 減水剤は ，
ス ラ

ン プ ロ ス を改善 し
，
90分後にお い て も良好な ス

ラ ン プ保持性能を発揮で きる 。 なお ， 空気量 に

つ い て は ，AE助剤 を併 用する こ とで 対応で きる 。

　（4）真砂土 を用 い た コ ン ク リ
ー

トの C／ifと

f ’

C28との間には ， 明瞭な直線関係が認 め られ

る 。 なお ， 同
一

の C／if におい て は J 標準形の

高性能AE減水 剤を添加 した真砂土 コ ン ク リー ト

の圧縮強度は普通砂の コ ン ク リー トの そ れより

も 2〜 5N ／mm2 大 きか っ た 。

　（5）真砂土 コ ン ク リ
ー

トの凍結融解300サ イ ク

ル 後の 相対動弾性係数は
，
80 ％程度以上 あ り，

真砂土 コ ンク リー トで も十分 耐久的な コ ン ク リ

ー トを製造で きる可 能性を示 して い る。

　（6）現場施工 試験 の 結果 ， 遅 延形の 高性能AE

減水剤を用い た真砂土 コ ンク リ
ー トには ， ス ラ

ンプお よび 空気 量の経時変化は小 さ く，両 コ ン

ク リー トの 施工 性の 良否に 差異がなか っ た 。 ま

た乾燥収縮も ， 通常の 生 コ ン と比 べ て も ， 差異

は な い 。

　今後 ， 真砂土をコ ン ク リ
ー ト用 の細骨材と し

て 適用で きる ためには ，問題点 と課題もあるが ，

そ の ま まの 真砂 土で あ っ て も ， 通 常の コ ン ク リ

ー トと同程度の 性能を持 っ たコ ン ク リー
トを製

造で きる可能性 がある とい える 。
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